
21.秋の味覚、さつまいも採れたよ！
22.寄ってらっしゃい見てらっしゃい！
23.ヤンマーミュージアムで足湯を楽しみました
24.気持ち良い天気だね。ホントだね。

25.切り文字でメリークリスマス見尾谷先生と
26.玉ねぎの処理作業。丁寧な仕事です
27.分別作業、真剣に取り組んでいます
28.こらぼボウリング大会　笑顔でいくよ～

29.すてきな音だね♪心弾む音楽療法
30.野菜のお届けです
31.慎重に、染液をこしています
32.みんなで紅葉を見にいきました

33.待ちにまった給料日！！！
34.着物でおめかし。うれし恥ずかし
35.美味しいバナナジュースができました！
36.大掃除　今年もありがとうの気持ちで

37.積立金旅行の東京ディズニーシー
38.今月は何を選ぼうかな
39.コーヒーどうぞ～フレブレンド試飲会
40.新茶収穫しました！

 1.一緒に歩くと楽しいです
 2.みんなで描いた季節のコーヒーラベル、可愛いね
 3.祝きょうされんデザインコンクール入賞！
 4.こらぼカラオケ大会♪
  
 5.こむぎ粉袋アートバッグの紐づけ
 6.ベッカライフジムラさんでモーニング♪
 7.選挙。大切なこの１票！！！
 8.ハッピーすまいるフェス　大好きな職員さんと♪

 9.ひるがの高原でソフトクリーム
10.隣人まつりのチラシを作ってます
11.リハビリも楽しんで
12.全力で、根っこから草引きだ！

13.積立旅行で京都へ　船の上から穏やかなひと時
14.満開の桜の下でピース♪
15.僕はいぶきが大好きです　30周年記念展示にて
16.積立金旅行のUSJにてエンジョイ

17.自分たちが携わった成果が店頭に並んでたよ！
18.大事に育てた野菜を注文くださるカフェへお届け
19.ほとりの内壁をぬらせてもらい、みんなドキドキ☆
20.創作の時間たのしいね♪
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皆さん元気でお過ごしのことと思います。  
さて2024年7月には、いぶきは法人設立30周年を迎え、記念式典・記念事業をぎふメ
ディアコスモスで開催しました。  それから約１年が経過しましたが、いぶきは次の30年
に向けての歩みを着実に進めています。  皆さんのご理解とご協力に感謝いたします。  
この度2024年度の年次報告書を発刊いたします。  是非目を通して、いぶきのこれまで
の歩み、現状、これから歩もうとする将来の構想を知っていただきたいと思います。  
昨今の日本における障害者福祉をめぐる状況は、多数の支援施設とグループホームが
設立されて、施設の数だけからすると障害者の需要に応えられる体制になりつつある
ようにみえます。  ところが厚生労働省が「サービス給付」の単価を引き続き低く押さえ
ているため、施設に勤務する職員に対し、他業種並みの給与手当等を支給することが
できず、人材の確保が困難な状況が続いています。  株式会社が施設の設立と経営に
参入し、利益追求を目的とするあまり一部の事業所で不正その他の混乱が引き起こさ
れています。  
このような状況では、障害者の方やご家族は、安心してサービスを受けることができず、
将来に不安を感じておられる方も多いのではないでしょうか。  
いぶきは、障害者権利条約の定める基本理念を、現在の日本の現状にあてはめて、仲
間を中心にした施設づくり、仲間と家族の願いが少しでも多く実現できる施設運営に
取り組んできました。  このような努力の積み重ねが一定の成果を上げてきております。  
いぶきは、今後も施設開設の初志を守り、努力と工夫を重ねていきます。  皆さんにおか
れましては、いぶきの理念と諸活動について理解いただき、可能な範囲で結構ですの
で、支援を続けていただけるようお願いいたします。  

2025年7月吉日    

理事長　横山 文夫

私たちいぶき福祉会は、どんな障害のある人も、
生き生きと暮らすことができる地域社会をめざ
し、障害のある方自身とその家族、職員、地域の
人々が力を合わせて活動してきました。
重い障害があっても、希望と誇りをもって穏やか
に暮らせる地域づくりは、誰にとっても安心して暮
らすことができる社会につながります。私たちは、
一人ひとりがかけがえのない存在として当たり前
に生きる権利と尊厳を守り、歩んでいきます。

基本理念

利用者数
通所147名・グループホーム47名

（2024年4月現在）

就労継続支援B型

生活介護

共同生活援助

計画相談支援

短期入所

居宅介護

１カ所　　定員20名

７カ所　　定員140名

４カ所　　定員48名

１カ所

２カ所　　定員６名

１カ所

障害福祉サービス事業

事業内容

事業所マップ

岐阜
ファミリー
パーク

長良
公園

岐阜
メモリアル
センター

岐阜
公園

岐阜城

トンネ
ル

トン
ネル

ぎふメディアコスモス
岐阜市役所

JR 岐阜駅

いぶき

第二いぶき

岐阜三輪
PA

いぶき
ファーム

いぶき・法人本部
ゆめひろ

サテライト

ごんのしま

日光町の家
SHOPほとり

ゆめくるん

忠
節
橋

パストラル
いぶき

ごあいさつ

2023Annual Report2024Annual Report

私たちがとりくむこと

わたしたちは、「仲間」とともに、

未来を物語り、お互いにケアしあい、

協働する社会を つくります 

Mission

ケアを文化に

私たちがかなえたいこと

Vision

Philosophy

おたがいさまの関係を尊重すること
寛容さを忘れないこと
声なき声に耳をかたむけること
ことばと対話を大切にすること
多様な人との関係づくりを楽しむこと
社会の幸せを考え、働きかけつづけること
心躍る瞬間を大切にすること
学びつづけ、学びあうこと
失敗をみんなの糧にすること
信頼し、創造しつづけること

ケアと協働：

権利：障害者権利条約の観点をふまえ行動すること

仲間：仲間の願いを大切にすること

私たちの行動指針

2 3
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昔の活動：movie

いぶきの原点から歴史をひもとく

活動パネル・ものづくり展示・ムービー

30年のあゆみ年表・資料・つながりパネル

参加型ワークショップ・協働団体の展示
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いぶきの活動は本当に豊かです。
それは多様な人たちができることをもちよって、
一人ひとりの願いをかなえてきたから。
かかわりしろの豊かさは、
協働する社会をめざす私たちの誇りでもあります。

笑い声があふれるいぶき
のんびりしたいぶき
不器用ないぶき
一生懸命ないぶき
汗まみれないぶき
悔しくて涙するいぶき
丁寧に対話するいぶき
関係づくりを楽しむいぶき
クリエイティブないぶき
ワクワクするいぶき
学びつづけるいぶき
信頼しあういぶき

どれも本当のいぶきです。
みんなでつくってきたいぶきです。
きっとこれからもたくさんの物語が
生まれるにちがいありません。
わたしも、あなたも、
かけがえのないアクターのひとりです。

記念展示を「みんなのギャラリー」で開催するにあたり、
300㎡もの会場を埋められるか、最初は不安でいっぱい
でした。しかし、展示内容を一つひとつ組み立てていくう
ちに、30年間で積み重ねてきた膨大な情報や、皆さんに
伝えたいことが溢れていました。いぶきは、仲間たちの願
いに動かされた多くの人々の信念によって誕生し、何度も
挑戦を繰り返してきました。今回の展示を通して、その歴
史の重みを改めて実感することができました。
この展示では、いぶきの過去・現在・未来をテーマに、仲
間と共に歩んできた私たちの日常を、動画や写真をたくさ
ん使い丸ごと体感できる空間を創造しました。これまで
支えてくださった方々に感謝を伝えたい、普段なかなか
会えない仲間、職員、ご家族にもう一度ここで、想いをひ

とつにする場にできたらという願いがありました。そして、
何よりも仲間たちが自分たちの作り上げてきた世界に誇
りを持てるような時間にと願い、デザインに落とし込みま
した。
未来のコーナーでは、いぶきが描く2040年の暮らしをイ
ラストレーターのすぎやまえみこさんに描き下ろしていた
だき、その線画を机いっぱいに広げて塗り絵コーナーを
設けました。会期中は、本当に多くの方々に立ち寄ってい
ただき、いぶきを思い思いに感じていただけたことと思い
ます。嬉しい感想をいただいたり、一緒にいぶきの歴史を
振り返ったりと、かけがえのない時間を過ごすことができ
ました。この展示の実現にご協力くださった皆様に、心よ
り感謝申し上げます。

展示に込めた想い。　私たちが描いた風景

TASCぎふ：手と精神・展示物大盛況のぬりえコーナー百々染ストールのやさしい揺らめき全事業所のものづくりを展示

つながってくださる団体を可視化年表と20年前に作成された巨大ロール写真じっくりと眺めるすがた古い写真とともに紹介しました

山本 友美
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開催された「夢よもっとひろがれ展」では、いぶきの
30年の歩みが静かに語りかけてきました。白い空間
の天井から百々染（ももぞめ）のストールが優しく揺
らめき、来場者を温かく迎える中で、私たちが願った

「過去と現在、そして未来をつなぐ場」が確かに生ま
れていました。

会場のあちこちで、懐かしい写真の前に立ち止まる人
たちの姿がありました。高瀬さんは若い頃の写真を見
つけ、「高瀬くん！」と飛び跳ねて喜び、岩田さんも10
代の頃の自分の写真の前で同じポーズでカメラに向
かって微笑んでいました。「こんな時代もあったね」と
いう言葉には、時の流れへの深い感慨が込められて
いました。堀井さんが「僕たちのバッグだ！」とばかり
に百々染のバッグを穏やかな表情でそっと触れ、嬉し
そうにしている姿も印象的でした。
昔を知る仲間たちが新しい職員に「あの頃はね…」と

ギャラリーで生まれた仲間と来場者のエピソード

みんなの思い出と歴史

2024年１月から４月にかけて実施したクラウド
ファンディングでは、275名の方から3,494,000円
ものご支援をいただきました。５月には改修工事
に着手し、約２ヶ月後のいぶき30周年記念日７月
８日にショップ「ほとり」を無事にオープンするこ
とができました。2022年に閉店した「ねこの約束」
から念願だったショップの開店が叶い、たくさん
の方に応援していただいたことに、改めて心より感
謝申し上げます。

オープンから１年。この場所でたくさんの出会いや
体験を仲間たちと共に重ねてきました。
幼稚園や小学校から帰ってきた子どもたちが気軽
におしゃべりに来たり、仲間と一 緒に折り紙を
折ったり、駄 菓子コーナーに手作りのポップを
作ってくれたりする姿があります。
これまで知らなかった人たちと、少しずつ一緒に
時間を過ごす中で、笑顔や言葉が増え、人と人と
の関係が深まっていくのを日々実感しています。仲
間たちがこの輪の中に自然に溶け込んでいる、そ
んな空間が持つ力の大きさを感じずにはいられま
せん。これからも、仲間とともにたくさんの物語を
紡いでいきたいと思います。
みなさまもぜひ、お立ち寄りください。

30周年記念日に
「ほとり」をOPEN!
オープン、そして１年

地域に根ざした憩いの場へ

語りかける場面も見られました。原さんは横幕さんが
写っている写真をみて、一緒に袋の仕事がんばってき
たんだよと懐かしんだり、服部さんはゆめひろ共同作
業所の前身のうずら共同作業所のことを語ってくれ
たり、岩井さんと正木さんは昔かりんとうを作ってい
たパスタマシンを感慨深く眺めたりしていました。樋
口さんは永田さんの金髪時代の写真を指差しながら

「こんなところにおった！」とうれしそうな声をあげ記
念撮影を求めたりも。亡くなったりいぶきを離れた仲
間や職員の名前も楽しい思い出として登場しました。
職員や保護者の方々にとっても、この30年の重みを感
じる機会となりました。寺澤さんのお母さんはロール
写真を見て、「陽祐も古田さんも最高の笑顔で」と当
時を懐かしみ、山元さんのお母さんは「美穂はがん
ばってきたんだよね。いぶきが大好きで大好きで」と
気持ちを込めて話してくださいました。

「ほっぺ」のメンバーたちは、りすのほっぺアンバサ
ダーの粥川なつ紀さんとばったり会って思わずハイ
タッチ。アンバサダー10周年だとわかって、記念ジャ
ムパーティを開催することになりました。
インターン中の日本福祉大学の学生たちの学びの機
会にもなりました。写真や商品の説明をしながら、職
員の熱量も伝わっていたと思います。第１回いぶきま
つりのステージの写真に当時中学生のご自身が写っ
ていることを教えてくださった方もおられました。

ギャラリーの影響は日常にも広がりました。仲間の絵
画を見た竹村さんが「感動した。俺も絵が描きたい」と
意欲的になり、ホームで絵を描くようになりました。夕
食時には自然とギャラリーの話になって昔話に花が咲
きました。昔を知らない職員が仲間に教えてもらうこと
がたくさんあって、和やかな団らんとなりました。
高力さんが大きな額縁に飾られた自分の写真を見て

「わぁ！」と驚きながら「見てみて！」と指差して笑ったり、
小川さんが自分の画集ファイルを見ながら「これ、わた
しの？」と嬉しそうにする姿も。そんな一つひとつの瞬
間が、このギャラリーの深い意味を物語っていました。

少し奥まった一角に、社会福祉法人いぶき福祉会第１
回理事会の議事録が展示されていました。紐で綴じら
れた書類の日付は法人登記前夜の1994年７月７日午
後８時。数々の節目を越えて、これまでを担ってきた人
と、未来を担う人が一緒に語り合う場になったことを、
心から嬉しく思います。いぶきの歩みは一人ひとりの物
語の積み重ねであり、それらの物語が次の世代へと温
かく受け継がれていく。そんな光景を目の当たりにでき
たギャラリーでした。「やってよかったなあ」と、心から
感じています。

広がるギャラリーの影響

受け継がれる物語

思いがけない出会い

いぶきの起こりを振り返る展示にて

賑わうギャラリー　手前：オリジナル缶バッジワークショップ、奥：ものづくりとパネル展示

年表を眺めて懐かしいね～！○○さんもいたよ、みんな若いね～

巨大写真の展示は、車椅子の仲間にも観やすく、ゆったりと鑑賞しました。
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たくさん歩いています

トピックストピックストピックス こんな１年でしたこんな１年でしたこんな１年でした

いぶきは150人の仲間の活動と暮らしの場です。ここに集う人たち
の営みは、枠組みを超えて人と人を結び、共感と協働をうみつづ
けています。これからの社会に欠かせない安心と信頼のモデルと
して、私たちは「開かれた対話と創造の場」をつくっていきます。

国・自治体からの
サービス給付

公的資金
（国の定める基準による運営費）

・職員人件費
・仲間の支援に伴う費用
・施設の維持管理費など

日中活動
支援

暮らし
相談支援 地域協働

※GHHP（ぎふハッピーハッピープロジェクト）：社会貢献に取り組みたい企業や団体と、地域の課題解決に取り組むNPOが協力して寄付つきプロジェクトを開発し、売り上げの一部が寄付される取り組み

８ ９

● グループホーム　● ショートステイ　● ホームヘルプ　● 相談支援

おいしい空気を胸いっぱい吸い込んだり、楽しくおしゃべりしたり、好きなところにでか
けてみたりすることが、自分だけでは難しい仲間たちもいます。だからこそ私たちは、一人
ひとりのねがいに丁寧に寄り添いながら、安心できる居場所や支えてくれる人がいる暮ら
しをともに作ります。

仲間の生活を支えていく、
チームづくり

いのちと生活を支える

可児 恵里奈

活動と目指すすがた
ー開かれた対話と創造の場をつくるー

活動を支えるお金

ハッピーすまいるフェス、オープニング演舞 親なきあとを考えるワークショップ グループホームのみんなで、休日のお楽しみ

新型コロナウイルスが５類に移行して１年以上が経
過。他の疾病を含め、感染防止への意識が多様化し、
神経を使いながらの生活が続きました。医療面や家
庭環境も鑑みながら、仲間の生活の質の向上につと
めました。継続的に取り組んでいる親なきあと問題で
は、オンラインでのエンディングノートの公開をしま
した。また、岐阜県福祉事業所連絡会との合同学習
会では多くの方にご参加いただきました。

毎日変わらない日常のほうが、心配ごとが少なく、仲
間にとってもストレスが少ない生活かもしれません。
けれど、「親が元気なうちにできること」を考え、挑
戦している家族も多くなってきました。その挑戦の先
には、仲間のことを知りたい、一緒に支えたいと思う
支援者との出会いがたくさんありました。寺澤さんと
土田さんはグループホームで訪問リハビリを行ってい
ます。理学療法の先生がくるのを楽しみにしていて、
先生と様子を共有することで仲間の機能維持につな

がっています。竹地さんは月数回ショートステイを利用
しています。ショートステイ先の職員と日中の職員での
情報共有することで、ステイ先でも安心して過ごせるよ
うになってきました。経験を重ねることで、自宅以外で
も竹地さんらしく過ごすことができて、知ってくれてい
る支援者が増えました。仲間がもっている力を信じて、
医療や福祉の支援者同士がチームになること。今後も
学ぶことを続け、仲間の意思に寄り添い、安心できる生
活を支える一員になれるよう努めていきます。

リハビリがんばっています

1いぶ
きの活動

寄付や会費

・グループホームの新築や修繕
・仲間の活動や仕事に関わる
　設備や環境整備
・送迎車両の購入
・地域との交流や協働や学習
・働きやすい職場づくり

・いぶきファミリー会費
・助成金、寄付、GHHP
・クラファン支援金

※

・ネット販売・定期便
・卸販売・バザー
・クラファン返礼品

事業収益
（仲間が生産・販売などに関わる）

仲間の給料

増やしたい！

なかまの
すがた

ケアリングカフェ開催（10月・12月・２月）
「第２回ハッピーすまいるフェスティバル」開催
親なきあと学習会開催（８月・２月)
30周年記念「夢よもっとひろがれ展」（7/5～7/10）
ＪＤＦ能登支援センターへ職員派遣（5/11～5/18）

●  

●  

●

●    

●   

財
　
源

使
い
道

社会福祉法人の基本的な運営費は公的財源でまかなわれます。
しかし、わたしたちの目指すものを実現するには、十分ではあり
ません。寄付や会費によって、多額の資金が必要な施設や備品、
車両などが整備でき、運営費を仲間の活動や職員体制の充実に
あてることができます。また、運営費は仲間の給料財源にはでき
ません。そのため、仲間が関わる事業をより魅力あるものにし、仲
間の給料を増やせるよう努力を重ねています。

いぶきの活動
目指すすがた

いのちと生活を支える

思いを育み役割を作る

つながり価値を創る

仲間 地域で自分のやりたい暮らしを選び、
給料と年金でいきいきと生活している

職員
生産性や効率だけではない価値を大切に、
協働を楽しみ、誇りをもって働いている

地域 障害に関係なく、多様な人が認め合う
存在となり幸福感が高まっている

Vision
ケアを文化に

Mission
目指す
取り組み

Philosophy
12の
行動指針

１
�
�



トピックストピックストピックス こんな１年でしたこんな１年でしたこんな１年でした

ぎふ女のすぐれもの認定式 みんなが作った商品を心を込めて詰めています えんがわマルシェで毎回大人気の体験ワークショップぎふハッピーハッピープロジェクト活動報告会きょうされん東海ブロックに参加 ねんりんピックプレ大会にて

第二いぶき「こらぼ」では、新しい仕事にチャレンジし
ようと、関市のカフェアダチさんとコラボしてオリジ
ナルコーヒーを作りました。 
ブレンドを決めるための試飲では、コーヒー好きの五
島さんをはじめ仲間たちは、あまり経験したことのな
い雰囲気に「何が始まるのかな？」と期待が高まり、
目を輝かせていました。そしてコーヒー豆の袋が開く
と部屋中にいい香りが広がり、ゆっくり注がれていく
コーヒーを待ち遠しそうにじっとみつめていました。 
また、コーヒーのラベルは仲間たちと季節の絵を描い

て作成しています。繰り返し作業を重ねていくことで、
竹内さんはラベルを貼り終えたコーヒーをにっこりと
嬉しそうに眺めています。飲みやすい味に仕上がった
コーヒーはすでにたくさんの方に飲んでいただいてお
り、豆を販売してほしいというお客様や、お店に置かせ
てほしいという声も届くようになってきました。こらぼ
の自信の一杯「フレブレンド」を通してさまざまな方と
つながりながら仲間の姿をゆっくりと広げていきたい
と思います。

10 11

にっこりえんがわマルシェ（月１回）
ショップ「ほとり」オープン（７月８日）
日光町の家緑化事業
ぎふハッピーハッピープロジェクトの実施
ゆめ水族園開催
こよみのよぶね参加
ねんりんピックプレ企画参加
チャリティーサンタ

●  
●  
●  
●  
●  
●  
●
●

「ほとり」がオープンし、お店の前も芝生になり、毎日子
どもたちが自然と訪れ、仲間と日常的にふれあう開か
れた場が 形となりつつあります。各 所で、コミュニ
ティーガーデンやマルシェ、共同学習、ラジオ番組の制
作など、地域のさまざまな人との協働を重ね、新たな出
会いや役割が生まれました。障害のあるなしを超えて
関わり合う、楽しくつながる場が広がり始めています。

水上さん、新たなステージへ！ 「こらぼ」な挑戦
佐藤 健太郎 古川 祐多

初給料日、がんばったねというと思わず万歳！

第６回ダルメイン世界マーマレードアワード＆フェス
ティバル日本大会　金賞、銀賞、銅賞受賞

クラウドファンディング「ねこの約束をもう一度」

「紅茶蜜」ぎふ女のすぐれもの2024認定

岐阜の小さな隣人祭り開催

●  

●  

●    

● 

「岐阜の小さな隣人祭り」や定期販売「tabita便」など
をはじめとして、製品づくりにとどまらず商品管理、納
品、関係を育む活動や表現活動も仲間の仕事として
位置づけて取り組みました。活動の裾野がじわじわ
と広がり、本年度は就労支援の会計も改善。ものづ
くりや表現の場が社会に認められ、受賞や評価の機
会も増え、大きな励みとなりました。

トピックストピックストピックス こんな１年でしたこんな１年でしたこんな１年でした

● 生活介護　● 就労継続支援Ｂ型　

工房でモノづくりをしたり、楽しく表現したり、畑仕事や販売まで、ここにはいろんな活動
があります。役割があり、ともに取り組む仲間がいて、安心して自分の気持ちを出せる居場
所があります。社会の一員としての誇りを感じ、障害年金と合わせれば暮らしていけるだけ
の給料の実現も目指します。

思いを育み、役割を作る2いぶ
きの活動

● いぶきファミリー　● にっこりえんがわマルシェ　● 各種プロジェクト

いぶきは新しいモノやコトや場を次々と生み出しています。そこは人と人が出会う場所で
もあります。障害のあるなしにかかわらず、新しい協働が生まれ、ただ楽しくてもっとつ
ながりたいと思える場です。多様な役割を担いあえる多様な人の集まりはとても寛容
で、新しい価値はそんな場所から生まれます。

つながり、価値を創るいぶ
きの活動

なかまの
すがた

なかまの
すがた

みんなでラベル貼り

2024Annual Report

岐阜市リサイクルセンターで福祉就労（いぶき利用）
をされていた水上真さんが、昨年12月からいぶき福祉
会の職員として新たな一歩を踏み出しました。
何事にも全力投球の水上さんは、ペットボトルの選別
作業でも常に先頭に立ち、「ありがとう」「がんばった」
と自分にも仲間にも積極的に声をかけ続けています。
この日々の積み重ねが、水上さん自身だけでなく、職
場全体に大きな力を与えています。
職員となり、給料日が25日の振り込みに変更された際
も、水上さんは戸惑うことなく笑顔で給与明細を手に

していたのが印象的でした。変わらず全力投球の水上
さんは、朝のラジオ体操にも以前にも増して力強さが
増し、自信に満ち溢れています。
周りからは「水上さんはすごい」と一目置かれる存在
となり、「水上さんのようになりたい」と挑戦する気持
ちが職場全体に広がっています。職場の団結力もさら
に増し、私たちも水上さんと共に成長できることを誇
りに感じています。彼のがんばりは、周囲にも前向きな
変化を呼び込み、これからの私たちに大きな活力と勇
気を与えてくれています。

フレブレンドお披露目会

真剣なまなざしで作業に打ち込みます
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いぶきの職員さんがお客さんとして私のお店（サムソ
ン＆デリラ メンズクラブレフ）にきた際に、ヘアカット
の依頼をされたことがいぶきさんに来るきっかけです。
他の障害者施設にもカットに行っていたので、快く引
き受けました。まさかこんなにも長い間お世話になる
とは思ってもいませんでした。毎月仲間たちに会える
ことを楽しみに来ています。

今年で26年目になりますが、まず最初に思い浮かぶの
は出会ったころの石原さんです。よく動くので恐る恐る
カットをしていて、動きに合わせるようにカットをして
います。素敵な笑顔は今も昔も変わらず、いつも元気
をもらっています。振り返ってみると白髪が増えてきた
仲間もいて、年月の流れを感じています。
最近の仲間だと竹地さん。最初のころは怒って椅子か
ら降りてしまいカットができず、ヘアカット代を返金し
たこともありました。職員さんが事前にヘアカットがあ
ることを丁寧に伝えてくれたこと、声をかけてくれたこ
とで、少しずつ慣れていく姿がありました。目が見えな
い分「後ろを切るよ」「耳のうしろだから危ないよ」な
ど、不安が少しでも減ればと思って声をかけさせても
らっています。今ではじっと座って、時々大きなあくび
をしたりリラックスした表情をみせてくれます。こんな
瞬間、受け入れてもらえたなと感じます。こういった仲

間の変化がとても嬉しく、私のやりがいにも繋がって
います。
父が床屋をやっていたこともあり、理容師の道に進み
ました。資格をとって53年、今年で74歳をむかえます
が生涯現役で仕事を続けたいと思っていますし、元気
なうちは第二いぶきさんにきて仲間とお話しをしなが
ら楽しくヘアカットを続けていきたいと思っています。
これからもよろしくお願いします。

安心して身を任せてもらえるよろこび

新たなつながりと、育んだプロジェクト
たくさんの対話が生まれ、私たちや地域を支える大きな力となっています。

ヘアカット終わってスッキリしました！

声をかけながらゆっくり丁寧にカットしてくださいます

気持ちよさそうに、リラックスしています

様々な理由によって美容室や理容室に行くことが難しい仲間にとっ
て、定期的に髪を切るということはとてもハードルが高いことです。
第二いぶきへ長年にわたってヘアカットをしに来てくださっている田
中さん。ダンディーで物静かな方ですが、いつも仲間たちに優しく声
をかけてくれます。月に一度田中さんに会えることを楽しみにしてい
る方も多く、カット後は「さっぱりしたよ」「かっこよくなったね」とう
れしそうに話す声をよく耳にします。　（可児 恵里奈）

いぶきとともに、
歩んでくださる方々に

思いを語っていただきます。

理容師

第二いぶきヘアカットを
担当してくださる

さん田中 伸明

パートナーズボイス

���������

�����
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ケアをテーマに多様な知見の
ある方を招いて対話を重ねる
お話会を３回開催しました。
専門や地域を超えて協働しあ
える方々をゲストに招いて、い
ぶき関係者だけでなくさまざ
まな職種や分野の方にご参
加いただき、和やかに学びを
深めることができました。ケア
を文化に、多様な人との関係
づくりを楽しみ、おたがいさま
の関係を尊重する対話と協
働の場となりました。

ケアリングカフェ

全３回

2024年元日に発生した能登
半島地震は、大きな被害をも
たらしました。いぶき福祉会
も加盟している「きょうされ
ん」も日本障害フォーラム
（JDF）を通して復興支援を行
いました。2024年5月、第1
クールに職員1名を派遣し、現
地にある障害者施設や避難
所で暮らす障害のある仲間の
支援にあたりました。まだまだ
復興半ばの状況が続いてい
ます。

能登半島地震の災害支援

５月

次世代を担う子どもが、障害
のある人の「声なき声」に触れ
ることで、新しい価値観と出
会い、考え、伝えることができ
る人を増やしたいと願ってい
ます。今回は12名の小学生が
職場体験し、職員や仲間たち
に楽しく取材しました。子ども
たちの自然な関わりは、私た
ちも感銘をうけました。今後
も、誰もが安心して暮らせる
地域の担い手を育てていきた
いです。

こども記者体験

8月

日本福祉大学の5人の学生が
仲間と一緒に活動しながら、
第二いぶきの日常の音の風景
を収録。関わりを深め、感度を
あげ、想像し、伝えたいことを
募らせて作り上げた番組は、
仲間や職員からも大好評でし
た。「いぶきのえんがわラジ
オ」で公開しています。

8月

公益財団法人高原環境財団
様の助成を受けて、日光町の
家の前庭が全面芝生の庭に
生まれ変わりました。
10月23日には樹木の植樹式
をし、仲間や地域のみなさん
と楽しく植えました。ふかふか
な芝になり、足の不自由な仲
間が安心して移動することが
できます。近所の子どもたちが、
遊ぶ姿も見られます。シラカシ
はどんぐりの実がなります。
仲間や子どもたちと一緒にど
んぐり拾いをできるのが楽し
みです。

日光町の家緑化

10月

全国社会就労センター協議
会（SELP）が毎年全国２か所
で開催しているイベントで、障
害者の就労と生産活動を支
援し、全国の事業所が手がけ
る魅力ある手づくり品を紹
介・販売する場です。岐阜県で
は初開催となり、11月21日～
25日、カラフルタウンにて県
内およびSELP加盟の全国の
事業所が製造した食品・雑
貨・日用品が一堂に並び、多く
の来場者でにぎわいました。

全国ナイスハート
バザール2024inぎふ

11月

2022年から続ける親なきあ
とへの活動として本年は、中
部学院大学・兼松博之先生と
実施した意向調査の報告学
習会（8/27）や、佛教大学・田
中智子先生を招いた学習会
（2/17）を開催しました。ま
た、家族とともにエンディング
ノートを作成する活動を継続
するとともに、作成手順を検
討するワークショップも行い、
記入例や使い方
などをまとめ、
ウェブ上に公開
しました。

親なきあとの取り組み

２月

申し込みをし続けて３年、よう
やく実現しました。ゆめ水族
園とは、映像、音楽、揺れるス
クリーンを組み合わせたやわ
らかな空間の中で、視覚、聴
覚、触覚などを通じて豊かな
感覚刺激を届けるセイコーエ
プソン様の社会貢献活動で
す。ファンタスカー（移動式プ
ロジェクター）を3週間レンタ
ルし、仲間たちや地域の方々
や保育園の園児たちも招待さ
せていただき、ともに交流す
る場となりました。

ゆめ水族園開催

２月

メディアを活用した地域コミュ
ニティ創造〜ラジオ番組制作で
考える地域づくりの可能性

課題解決型ワークショップ
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オリジナル商品の数

52品
（昨年度：51品）

（昨年度：15,439円）

（昨年度：35,535千円）

商品の売上金額
（法人全体）

41,071千円

仲間の平均給料
（月額）

15,427円

86

寄付金額
（法人全体）

12,479千円
仕事の

パートナー数

メルマガ
登録者数

2,921人

ファミリー会員数

765人
（昨年度：80）

（昨年度：7,845千円）

（昨年度：2,535人）

（昨年度：753人）

数字で見るいぶき
2024年度のいぶきの活動を象徴する数字を集めました。

2024年度末

収益（収入）

費用（支出）

大地のかりんとう、岐阜県美術館のフェルトやかりんとう
などの売上が伸びました。卸先拡充のほか、30周年記念
事業や「ほとり」のオープンもあり、関係づくりの中でいぶ
きの商品を手にする方々が増えました。

延べ利用者数が2023年度対比で通所事業所▲700人、グ
ループホーム▲400人、利用が減少しました。単価改定の
影響もありました。

物価高騰対策、孤独・孤立対策などの補助金、ガバクラ交
付金に加えて、日光町の家の緑化事業や競輪の福祉車両
事業など。リサイクルセンターの委託事業も含みます。

「ほとり」の整備でクラウドファンディングを実施、275人
の方々にご支援をいただきました。

人件費率（人件費/サービス活動収益計）は73.3％。社会保
険の適用拡大が2024年10月から始まり、社会保険料の支
出が大幅に増えました。

電気・ガスの光熱費やガソリン・軽油の車輛費の高騰が依
然として続いています。

仲間の平均給料は月額15,427円。昨年度より▲12円の減
額。売上は増えたものの、仲間給料のベースアップはでき
ませんでした。

減価償却費を含めた増減差額です。マイナスになりました
が、これまでの繰越額で法人の財政を維持できています。

就労支援事業収益
（商品などの売上額）

障害福祉サービス等
事業収益

補助金事業収益、
受託事業収益

その他の事業収益

いぶきファミリー会費、ぎふハッピーハッピープロジェク
トパートナーからの継続寄付です。活動や建物修繕など
に活用しました。

経常経費寄付金収益

人件費

事業費

就労支援事業費用

サービス活動
増減差額

事業収益（仲間が生産などに関わる）

P8の「活動を支えるお金」の項目

公的資金＋事業収益（仲間が生産などに関わる）

公的資金

寄付や会費

職員の人件費支出

障害福祉サービス活動等の支出

仲間の給料などの事業支出

固定資産の減価償却費

国庫補助金の減価償却費

2024年度財務報告

41,071,860
725,404,474
8,430,360
10,812,036
2,956,980
12,479,123
801,154,833
587,490,465
90,956,948
82,687,337
42,043,270
31,574,350

▲ 13,375,586
821,376,784
▲ 20,221,951

就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
補助金事業収益
受託事業収益
その他の事業収益
経常経費寄附金収益
サービス活動収益計
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
サービス活動費用計
サービス活動増減差額

35,535,820
735,044,699
7,439,230
11,676,870

0
7,845,807

797,542,426
557,456,417
86,580,459
82,934,234
39,625,409
32,739,869

▲ 13,744,997
785,591,391
11,951,035

5,536,040
▲ 9,640,225

991,130
▲ 864,834
2,956,980
4,633,316
3,612,407
30,034,048
4,376,489
▲ 246,897
2,417,861

▲ 1,165,519
369,411

35,785,393
▲ 32,172,986

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当法人
の状況を正しく示しているものと認めます。又、計算書類及びそ
の附属明細書並びに財産目録は、当法人の財産及び損益の状況
をすべて重要な点において適正に表示しているものと認めます。

2025年6月3日　監事：井川　俊二　監事：早野　幸広

勘定科目
社会福祉事業

収益

費用

当年度決算 前年度決算 増減

（単位：円）

2024年4月1日から2025年3月31日まで

2014年度 2019年度 2024年度

財源の推移（活動を支えるお金）

0
～～

（億）

3

4

5

6

7

8

公的資金（障害福祉サービス活動収益）

公的財源（補助金事業収益、受託事業収益）

事業収益（仲間が生産・販売などに関わる）

寄付や会費

2024Annual Report

※貸借対照表・資金収支計算書・財産目録は、紙面の都合により省略されておりますが、当法人WEBサイトに開示しております。
https://ibuki-komado.com/about
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障害のある人の活動を支えながら、つながりの深い社会づくりに参加しませんか？
みなさまのご支援、ご協力をお願いします。

いぶきを応援2025年度の取り組み

16 17

ファミリー会員：
1口250円

ファミリー会員：
1口500円

ファミリー会員：
1口1,000円

寄付：個人
￥1,000

寄付：団体
￥10,000

定期購入
￥2,000

果鈴糖6個 招き猫マドレーヌ 定期便全２回
￥10,000

➀日々の活動の様子をSNSやホームページでご覧
いただけます。いいねやシェアが励みになります。

➁ネットショップ『えんがわマルシェ』にていぶきの
商品を購入できます。

➂一緒に商品開発をしたり、イベントを開催したり、
できることを持ち寄って、ともに盛り上げていた
だけませんか？

一緒に楽しんでくださいぎふハッピーハッピー
プロジェクト
寄付つきプロジェクトで応援

売上げの一部が誰もが幸せを感じられる地域づく
りに役立てられる「寄付つきプロジェクト」を一緒
に考えてみませんか？社会貢献が貴社の商品や
サービスの販売促進にもつながります。
※詳しくは、WEBサイトでご確認ください。

1杯50円を
寄付

1杯50円が
寄付になるよ

おいしくて
イイこと
できるなんて
　いいね♪

　私も
もらお
うかな

おいしそ
～！

法人30周年にあたって策定したいぶき福祉会の目指すすがた「ケアを文化に」の実
現にむけて、具体的な取り組みを着実にすすめていく大切な一年に。仲間と、ここに
集う多様な人たちの人権と尊厳を守るために、よりいっそうの協働をすすめ、日々の
実践、運動、経営に取り組みます。

TEL：058-233-7445
ご不明な点などございましたらお気軽にご連絡ください。

平日：9：00～17：00

メール： ibuki.m@ibuki-komado.com

マンスリー会員
いぶきファミリー

月々定額の会費で、いぶきの
活動を継続的に応援する仕
組みです。
１口：250円・500円・1,000円
※口数をお選びいただけます。

◎団体・法人：１口10,000円
◎個人：1口1,000円
※口数をお選びいただけます。

➀定期便：1 回 2,000 円
サイクル：1ヶ月～3ヶ月

➁全２回：10,000 円

個人・団体
ご寄付

全額、障害福祉の現場で活用
されます

楽しいおいしいで応援

定期購入『tabita便』

からだに優しい安心なお菓
子やジャム、お茶などを詰め
合わせてお届けします。

お届け：６月・12月商品のご購入
お得な送料無料商品もあります。

ibuki-engawa.com

法人のみなさま 法人のみなさま 個人のみなさま

GIFU

GHHPサイト

ご寄付のお申込みは、直接受け取りや、振込
みでもお受けしております。

郵便振替、銀行振込（年払い）もお受けして
おります。ご希望の方はご連絡ください。

お届け先の変更や、お好みの商品をリクエス
トいただくことも可能です。

えんがわマルシェ

法人サイト

税額控除対象法人となりました

社会福祉法人いぶき福祉会は2023年3月16日に税額控除対象法人になりました。これにともない、いぶき福祉会へ
のご寄付（いぶきファミリー会費も寄付と同様の扱い）は、税制上の優遇措置として、所得控除と税額控除を選択でき
るようになります。なお、控除を受けるためには確定申告が必要です。所得などご本人の状況により異なりますので、詳
しくは最寄りの税務署へお問い合わせください。

例えばこんなこと

寄付・遺贈寄付を
受け付けております

ご相談は、いぶき福祉会本部まで

TEL.058-233-7445

いのちと
生活を支える

1
いぶ

きの活動
障害者権利条約の観点を念頭に、高齢化の対応や感染症をふくむ安全衛生の対応をしな
がら、仲間とその家族が安心して生きられる社会を目指します。

多様なニーズに応じながら、日々の活動や地域社会との協働を通して、誇りを持ち互いに
認め合える仕事をつくり、生活の基盤となる給料につなげていきます。そうした営みのなか
で、仲間一人ひとりがかけがえのない存在として役割を担い、ケアし合う関係を築きます。

思いを育み
役割を作る

2
いぶ

きの活動

つながり
価値を創る

3
いぶ

きの活動

だれもが気軽に参加できる学びの場や集う場をつくり、互いにおもいやる関係をつくりま
す。そして、ソーシャルキャピタルの醸成を促し、「ケアを文化に」の実現に取り組みます。

「tabita便」「ほとり」「企業連
携」などといったコミュニティ
を中心とした活動を広げてい
ます。関わりの中で自然に生
まれる役割も仕事として捉え、
生 産や収 益に追われない働
き方をめざします。

思いを表現するアート活動や
エピソードを伝える広報も大
切な役割であり仕事として位
置づけます。そして、そこで交
わされる対話からケアを文化
にしていく一役を担っていき
ます。

「にっこりえんがわマルシェ」「ハッピーすまい
るフェスティバル」「コミュニティガーデン」な
どといった地域住民が気軽に参加できる活
動を継続し、顔と名前がわかる日常的な関係
を広げます。

「ぎふハッピーハッピープロジェクト」「いぶき
ファミリー」などの活動を通し、地域団体と地
域づくりのパートナーとしての関係を深め、社
会の幸せをともに考え働きかけていきます。

会報誌・ホームページ・メディアサイト・ネット
ショップ・ネットラジオ・SNSを通じて、法人
の活動や地域の連携を広く発信し、双方向に
伝わる網の目のコミュニティを作ります。

「ケアリングカフェ」や「法人学習会」、地域交
流イベントなど地域住民やいぶき関係者が
ともにケアや平和、人権などの学ぶ場を継続
的に開催します。

岐阜市リサイクルセンター
での業務を継続し、環境に
配慮した活動に取り組み、
社 会の中での役 割づくり
の実践を発 信。そして、持
続可能な社会の実現に寄
与します。

住み慣れたこの街で当た
り前に暮らせるよう、日
中支援部門、相談支援部
門、暮らし支援部門で連
携を深め、仲間の意志決
定を支援します。

エンディングノートプロジェクトを
継 続し、「親 心の記録」作成ワーク
ショップや学習を通じて対話を重
ね、想いをカタチにします。また、仲
間や家族の高齢化を支え、安心して
暮らせる環境を整えます。

地 域と協働した防 災 活
動をすすめ、災害時の事
業継続と、地域の人たち
と「おたがいさま」の関
係の構築に取り組みます。

「にっこりえんがわマルシェ」「岐阜の小さ
な隣人祭り」「ハッピーすまいるフェスティ
バル」など地域とのつながりを深めるイベ
ントを継続して開催します。

「コミュニティ・ガーデンプロジェクト」、「ぎふ
ハッピーハッピープロジェクト」など、地域住民が
参加でき、地域団体と協働できるプロジェクトを
引き続き実施します。

いぶき
応援サイト

「ほとり」開店１周年！

〇営業日：木曜日、金曜日、時々土曜日（SNS などで発信）
〇営業時間：11：00 ～ 17：00（テイクアウトは 16：00 まで）
〇住所：〒502-0933 岐阜市日光町３丁目 47-1
○ご予約やお問合せ先：058-233-7445（寺田・山本）

いぶきの商品のほか、お団子やかき氷など
テイクアウトも人気です♪ 
仲間と一緒に心よりお待ち申し上げます。

インスタで
最新情報を
チェック！
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明るく楽しいデジタルの未来をつくる
ーダンクソフトのグランド・ナラティブー

TEL（058）215-1030
藤垣 寿通税理士

いぶきファミリー団体会員のみなさま、

ぎふハッピーハッピープロジェクトパートナーのみなさま（　 ）

合資会社 白木恒助商店
TEL.058-229-1008

創業天保六年（1835）

GARAGE

株式会社

岐阜ガレーヂ
本　　社：岐阜市京町2-12　 TEL058-265-0301
第二工場：岐阜市黒野南1-84 TEL058-239-3541

悩ま
ないで

まず弁護士にご相談ください
弁護士法人

岐阜合同法律事務所
TEL058-264-3780

有限会社

車屋商店

TEL：058-229-1321
プロパンガス・ガス器具・米・灯油

TEL.058-232-4147

代表取締役 清水 守
〒140-0002 東京都品川区東品川3丁目15-10

TEL.03－5781-9833

福祉を切り口とした
調査・計画づくり・出版など

株式会社エディケーション

https://edication.jp

岐阜市神田町1-10-2小森ビル2F

長良橋通り法律事務所
弁護士法人

TEL.058-262-5644

岐阜県関市武芸川町谷口1727-1

TEL.0575-46-3816

株式会社 ICS

未来の福祉社会の設計へ・・・

TEL.079-235-0066  URL: https://www.ihw.co.jp

ＩＣＳ は福祉システムを通じて、
広く社会に貢献したいと考えております。

アイシーエス姫路市ウエルフェアー株式会社
≪重度障がい者多数雇用モデル事業所≫厚生労働省認定

社会福祉法人

みどり福祉会

人権尊重と非営利

〒501-3113 岐阜市北山1丁目15番25号
TEL:058-244-1210

有限会社

〒501-1136 岐阜市黒野南3-153-1

TEL.058-234-0620

ライオン業務用代理店

一新建設株式会社
災害時に避難所に行かなくてもいい家づくり

コープベル 0120-706-887
食品や雑貨などをご自宅までお届けします。

TEL（058）215-9137
FAX（058）215-9138

Email：mimamoru@kir.biglobe.ne.jp

生命保険・損害保険の代理店です

愛知県名古屋市熱田区新尾頭三丁目４番２５号

本社TEL.052-682-1603

Smile Mi

建築企画・設計・監理

株式会社エコプラン

岐阜市鏡島精華２丁目４番１５-101

代表取締役　林　直見

T E L：
E-mail：
U R L：

058-255-0345
eco@ecoplan.co.jp
http://www.ecoplan.co.jp

株式会社 三陽商会
岐阜支店：岐阜市真砂町4-15

TEL：(058）267-6556
FAX：(058）267-6557

消防用設備 災害備蓄品

各種損害保険・生命保険代理店

有限会社

アイエイチプランニング

建築・設計・施工・リフォーム・不動産

株式
会社

〒500-8034 岐阜市本町２丁目１７番地

TEL０５８－２６２－５５０５(代)

FAX０５８－２６２－４１８４

相宮工務店

鉄家具 アイアン建材 コントラクト家具 店舗什器
501-3829 岐阜県関市旭ヶ丘3-13
www.kebin.jp

社会福祉法人いぶき福祉会 年次報告書 2024
《 夢よもっとひろがれ 》

発　行　日　2025年７月

発　行　人　岡本浩明

編集責任者　北川雄史

制　　　作　いぶきデザイン室　山本友美

協　　　力　いぶきの仲間たち

社会福祉法人いぶき福祉会
〒502-0907 岐阜市島新町５番９号
TEL：058-233-7445

〒494-0008 愛知県一宮市東五城字西大堀１２番地１

TEL.090-4085-5426

株式会社尾州設備

挑戦の伴走者に、

熱意のつなぎ役に。

https://gifist.net/

GIFU
I B U K I

〒500-8007 岐阜市元浜町35-1 Tel . 058-262-2954 

https://www.live-ing.com/

ハウスドゥ岐阜東島
株式会社グラホス
〒502-0913 岐阜市東島 2-14-6
TEL 058-201-3811

インテリアショップ  ライムズ
大垣本店  モレラ店  美濃加茂店

伊佐地薬局白菊店

有限会社メディカル・アシスト・アイ

岐阜市白菊町２－２８

信条は「薬は必要最小限に。」

〒500-8356 岐阜県岐阜市六条江東１丁目１番３




